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子
ど
も
は
未
来
へ
の
希
望
で
あ

り
、私
た
ち
の
ま
ち
の
宝
物
で
す
。

　

今
号
で
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
活

動
し
て
い
る「
う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

に
つ
い
て
、
交
通
指
導
員
さ
ん
に
お

話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
っ
て
何
？

　

町
で
は
、
川
西
警
察
署
と
連
携

し
、
３
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児
を

対
象
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

ん
で
も
ら
う
た
め
の
幼
児
交
通
安

全
ク
ラ
ブ
（
う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
外
で
友
だ

ち
と
遊
ぶ
機
会
が
増
え
る
こ
の
年

頃
は
、
交
通
安
全
の
知
識
や
習
慣

を
身
に
つ
け
る
、
絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

の
私
た
ち
も
「
子
ど
も
の
安
全
」

に
つ
い
て
、
よ
り
意
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
な
る
よ
う
、
地
図
や
写
真

を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
で
は
、
飛

び
出
し
の
危
険
や
信
号
の
見
方
、

自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
、
普
段

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
や
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
親
子
で
一
緒
に
学
び

ま
す
。
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
世

代
の
お
友
だ
ち
や
保
護
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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～
編
集
後
記
～

　

ま
る
で
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情

た
っ
ぷ
り
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る

指
導
員
さ
ん
た
ち
。

　

う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
で
覚
え
た

こ
と
を
、
自
信
を
持
っ
て
実
践
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
成
長
を
感

じ
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
、
子
ど

も
た
ち
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
、

交
通
ル
ー
ル
を
常
に
意
識
し
た
い

で
す
ね
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
繰
り
返
し
て
学

ん
だ
こ
と
は
自
然
と
、
当
た
り
前

の
習
慣
と
し
て
身
に
つ
き
、
大
き

く
な
っ
て
も
意
識
せ
ず
に
で
き
る

も
の
で
す
。
う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

に
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
子

ど
も
た
ち
も
み
ん
な
で
一
緒
に
楽

し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ

う
！

　　

右見て左見て、

もう一度右！

教えてもらったこと

覚えてるよ！
横断歩道ち

ゃんと渡れ
るよ～ !!

　県内の交通事故に
よる死者数は、全国
ワースト５位（平成
30 年 12 月末時点）
という残念な結果と
なっています。一方、
町 で は 昨 年 に 比 べ、

事故件数、傷者数ともに減少していま
すが、事故が全く発生していないわけ
ではありません。子どもたちに正しい
交通ルールを身につけてもらい、親子
で意識することで、悲惨な事故を１つ
でも多く減らすことができます。
　うさちゃんクラブは保護者の皆さ
んと直接お話できる機会なので、実
際の事故例や気をつけるべきポイン
トなどをお伝えしています。
　これからも子どもたちの安全をみ
んなで守っていきましょう。

　うさちゃんクラブの
指導員は、毎月の幼児
交通安全クラブだけで
な く、 保 育 園 や 幼 稚
園、子育てグループに
も出張して、交通ルー
ル を 教 え て い る ん で
す。

 　雨の日の安全な傘
のさし方や歩き方な
ども、 子どもたちと
一 緒 に 練 習 し ま す。

「傘や洋服は目立つ白
色や黄色を選ぶと運
転手さんにもわかり
やすいよ。」

　子どもの事故で一番
多いのが「飛び出し」
です。「外を歩くとき
は、必ずお家の人と手
をつなぎましょう。横
断歩道、信号機、曲が
り角では止まりましょ
う。」

 　保護者には町内で発
生した交通事故やその
状況をお伝えします。
子どもがいるからこそ
気をつけなければなら
ない事を再確認。わか
らないことも気軽に質
問できます。

しっかり手をあげて渡れるよ～ !!

うさちゃんクラブ
マスコットぴょんちゃん

お友だちと楽
しく

　　交通ルー
ルを学ぼう！

県警マスコット
こうへいくん

福田交通指導員　前田交通指導員

平成 31 年度うさちゃんクラブ
会員募集中 !! 詳しくは 13 ペー
ジを見てね。

▶問合せ　参画協働課
（☎ 766 ー 8783）

うさちゃんクラブ
どんなことをするのかな？

写真で見てみよう！

クラブは、１回限りでな
く定期的にあるので、しっ
かり交通ルールを覚えて
くれます。私たち親も子
どもたちのために改めて
交通安全を意識しようと
思いましたね。

子どもたちがしっかり
と手をあげ、元気いっ
ぱいに取り組む姿を見
て子どもの成長を実感
しました。

行かなきゃ

もったいない !?

参加した皆さんに

聞きました♪

（幼児交通安全クラブ）

指
導
員
さ
ん
よ
り

うさちゃんクラブのおまわりさんより

川西警察署警部補
河
こ う の

野 善
よ し ひ ろ

浩さん
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▲2月12日、大島小学校で5年生を対象に「認
知症サポーターキッズ養成講座」が行われ、講
義や寸劇などを通して認知症のことを学びまし
た。参加した児童は、「認知症の人を見かけた
ときは今日のことを思い出して、話しかけたい
です。」と話しました。

認知症のことわかるかな？

▲ 2月 13 日、文化体育館で「平成 30 年度猪
名川町表彰式」を行いました。地域の発展や住
民福祉、社会奉仕活動などで貢献された皆さん
に感謝の気持ちを込めて、賞を贈りました。

町表彰式、９名・４団体が受賞

▼２月２日、社会福祉会館で「平成30年度いな
がわ100万歩チャレンジ！結果報告会」を行い
ました。多くの参加者が目標を達成し、　「ウォー
キングを始めて、健康を意識するようになり、お
医者さんにもかからなくなりました。」と、喜び
の声も聞かれました。

　この日は、体の
メンテナンスの方
法やウォーキング
にプラスできる体
操も学び、それぞ
れが健康づくり
への意欲をより
高める機会とな
りました。

▲2月 7日、川西市役所にて「川西市と猪
名川町の自治体間連携協力に関する基本協
定締結式」を行いました。福田町長は、「同
じ生活圏で共に歩んできた歴史のある両市
町が協力し、地域の魅力発信や住民サービ
スの向上に繋げていきたい」と意気込みを
語りました。

より良いまちづくりを目指して

▼ 2 月１日、猪名川保育園で一足早い節分の豆まきを行いま
した。園児たちは新聞紙を豆に見立て、「鬼は外！、福は内！」
の掛け声とともに、鬼をめがけて力強く投げました。みんなで
力を合わせて鬼を退治し、今年１年の幸せを願いました。

いつまでも健康な体づくりを

▲2月16日、猪名川流域市町の各地20カ所で、
清掃活動を通じて猪名川に親しみを持ってもらう
ことを目的に「第16回猪名川クリーン作戦」が
行われました。町内では民田と木津の2カ所で行
われ、木津地内での活動には約40人が参加。参
加者からは「みんなで作業して、少しでも猪名川
がきれいになってくれたらうれしいです。」との声
が聞かれました。

清流「猪名川」を守るために…

日頃の練習が
元気の秘訣♪

▲ 2月６日、文化体育館にて「町老人クラブ
連合会第4回演芸発表会」が開催されました。
当日は 190 人の観覧者が見守る中、60人の
出演者が得意のカラオケや舞踊、フラダンス
など、日々の成果を披露しました。会場から
は大きな声援が送られ、来場者、出演者とも
に笑顔が溢れる発表会となりました。

▲2月 2日、環境交流館で、NPO法人い
ながわメダカコムズによる「わんぱく木工
塾」が開催されました。大人から子どもま
で15人が参加し、木材を組み合わせて、
椅子や棚など思い思いの作品を作り楽し
みました。

自分の手で作ってみよう！

おにはそと～
！

　　　　　　
ふくはうち～

！
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